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庁舎建替の経過について

現在の根室市役所は昭和48年（1973 年）に建設され、すでに 47年が経過していますが、耐震

診断の結果、「震度6強程度の地震により倒壊する可能性が高い」ということがわかりました。

そのため、大規模な地震により、災害時における災害対策本部としての機能が失われる可能性や、

施設の老朽化・狭隘化により庁舎機能が低下していることなどから、現庁舎の整備や耐震化などの

検討を行うこととしました。

その後、庁内の検討会議や市政モニター会議、市民アンケートの結果を踏まえ、現庁舎を「災害対

応拠点施設として建替え、耐震化を図る」という方針に決定しました。

建替スケジュールについて

令和２年 3月に策定された基本構想を基に、令和 2年度（2020 年度）に基本計画・基本設計を

策定し、実施設計に着手、令和3年度（2021 年度）に実施設計を策定、令和4年度（2022 年度）

に新庁舎の建設工事を開始し、令和 6年度（2023年度）に新庁舎の供用開始を目指します。

【全体スケジュール】※スケジュールは進捗状況により変更となる場合があります。

⇒令和 2年度は基本計画・基本設計を策定し、実施設計への着手を行います。
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建設位置の決定について

新庁舎の建設位置は、

・主要な行政機能と隣接し連携が図りやすいこと

・公共施設や商業施設、医療施設が集積し、市民の利便性が高いこと

・非常時の輸送や移動支障が少ない緊急輸送道路に面していること

・津波浸水予想地域外であること

・非常時に職員が参集しやすいこと

など、様々な条件を満たしている現庁舎の敷地が、災害対応及び行政活動に係る拠点施設の建

設場所として最も優位性が高いと考え、選定しました。

根室市HPでも庁舎整備に関する情報を更新しています！

総務部庁舎整備推進課のページはこちら QRコードでも読み込めます

https://www.city.nemuro.hokkaido.jp/lifeinfo/kakuka/soumubu/tyoushaseibisuisin/index.html


